
The Internet Bedroom.
presented by IDPW

“Let’s have a sleepover on the internet!!!”

インターネットでお泊り会しようぜ！！！

ニューヨークの美術館 New MuseumとRHIZOMEによるオンライン展覧会 First Look: New
Art OnlineにIDPWが参加します！そこで、インターネット上に世界最大規模のベッドルーム
を作り、世界のお友達を集めてお泊り会を開催することにしました！！！インターネットに「非

活動」を持ち込む、この歴史的な夜に是非奮って参加しつつ、静かに寝てください！！

最新情報は、Facebook event page で　(興味があったらポチッと)
Contact: idpw.contact@gmail.com

http://www.newmuseum.org/
http://rhizome.org/
http://www.newmuseum.org/exhibitions/online
http://www.newmuseum.org/exhibitions/online
https://www.facebook.com/events/942324559177358/
mailto:idpw.contact@gmail.com
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Date:
12月22日 0時 (21日の深夜0時）〜 12月23日 0時 (22日の深夜0時)
Internet Bedroomは、Google Hangout上で24時間実施されます。地球の自転に合わせて
移動する夜とともに、ただ寝続けてるだけの様子を24時間Web中継します。

※NY現地時間 Dec. 21st 10:00AM ~ Dec. 22nd 10:00AM (EST)
※日本以外にいる人は、今いる場所での開催時間をこちらでチェックできます。

Place:
The internet (@Google Hangouts)
詳しいURLは、お泊まり会当日にプロジェクトページ (http://idpw.org/bedroom/) でアナウンス
します。

http://idpw.org/bedroom/time.html
http://idpw.org/bedroom/


How to join? (参加方法）
1. 寝る準備をする。パジャマに着替えたり...
2. ラップトップかスマホをもって自分のベッドに入る。そしてInternet BedroomのGoogle

Hangoutにログインしてください。URLは当日ウェブサイト (http://idpw.org/bedroom/)
でお知らせします。

3. カメラを自分に向ける。暗めの照明があると絵的にいいかも。
4. おやすみなさい…

● ベッドルームの出入りはお好きな時間に。

● 起きたら退室するようにしてください。

● 空きがない場合は、参加できないことがあります。

● できるだけ多くの人に参加してもらうため、長くいる方に退室していただく場合がありま

すのでご了承ください。

● ベッドルームの映像は会期中、ライブストリームされます。また映像は録画されプロジェ

クトサイトにて公開されます。

Sleeper’s rule (ルール）
★ ベッドルーム内ではお静かに。寝ている人を起こさないように、おしゃべりは禁止です。

（いびき、寝言は可）

How to watch? (鑑賞方法）
★ Internet Bedroomは、24時間 project page (http://idpw.org/bedroom/) 、First

Look website または Fecebook event page で中継される予定です。
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アイデア

近年、スマートフォンなどのモバイルデバイスの登場によって、インターネットと身体は長時間接続さ

れるようになってきた。つまり、インターネットは身体化してきているのである。しかし、身体とインター

ネットが繋がってきたとはいえ、ネット上で活動することは可能でも、未だ「寝る」というような非活動

的な行為をすることはできない。活動する人間で溢れかえるインターネットは、常にアクティブであ

り、どの時間を切り取ってもどこかの地域の日の出を迎えている。インターネットは常に喧騒の中に

http://idpw.org/bedroom/
http://idpw.org/bedroom/
http://idpw.org/bedroom/
https://www.facebook.com/events/942324559177358/


あり、24時間昼なのだ。ならば、チャットルームをベッドルームに変え、インターネットに眠れる場所を
つくってみてはどうだろう。

アンディ・ウォーホルは、人の寝姿を延々と上映することで観客を観る行為から解放し、ローリー・ア

ンダーソンは、公共空間で寝ることを通して世界を無意識で繋いだ。IDPW主催のインターネットヤミ
市ニューヨークでは、出店者のひとり清水幹太が、遠方で眠る父親と観客をウェブ中継と皮膚感覚を

通して繋いだ。

「寝る」という文化や言語を越えた行為は、ネット上の新しいコミュニケーションを生むかもしれない。

さあ、インターネットに泊まりに行こう！インターネットで夜を迎えよう！Botと一緒に電気羊の夢を見
てみよう！昼と夜が繋がるとき、インターネットは一歩自然に近づくだろう。
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https://vimeo.com/4880378
http://motherboard.vice.com/read/i-watched-this-guys-dad-sleep-in-japan-from-a-tent-at-an-nyc-internet-market

